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まわしよみ・イスラーム
～宗教記事を読み解く連続会 第２回

2015年、阪神・淡路大震災とオウム真理教事件から20年
を迎える中、過激派による人質・殺害事件が報道を駆け巡っ
ています。今回、コモンズフェスタで共に各種の企画を運営
したＮＰＯそーねとの連携・協力により、イスラームについて
掘り下げていく場を連続で設けることといたしました。
應典院では偶数月に、そーねでは奇数月に、それぞれ３日の
夜19時から、一年を通して学び、深め、語り合う会を催すこ
とにいたします。特に應典院では「まわしよみ新聞」の方法を
手がかりにいたします。イスラームについて、あるいは一連の
Islamic Stateについて書かれた記事（新聞、雑誌等）を持ち
寄り、ご参加ください。申込は不要です。

　６月３日（水）19:00～21:00
参加費／無料
会　場／應典院研修室Ｂ
進　行／山口洋典（應典院寺町倶楽部事務局長）
　　　　秋田光軌（浄土宗大蓮寺・應典院）
問合せ／TEL 06-6771-7641（應典院寺町倶楽部事務局）
協　力／ＮＰＯそーね

　　　應典院寺町倶楽部　TEL：06-6771-7641　FAX：06-6770-3147　info@outenin.com　http://www.outenin.com　　
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【サリュ】…フランス語で「救い」の意
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時
候
の
あ
い
さ
つ
に
悩
む
こ
と

が
多
い
。パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
に
は
挨
拶
文
ウ
ィ
ザ
ー
ド
な

ど
が
導
入
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
程
だ
か
ら
、困
る
人
も
多
い
の

だ
ろ
う
。ち
な
み
に
ウ
ィ
ザ
ー
ド
と

は
魔
法
使
い
を
意
味
す
る
。季
節

の
変
化
に
対
す
る
言
葉
の
魔
術
師

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

應
典
院
と
ご
縁
を
い
た
だ
い
た

方
々
は
全
国
は
も
と
よ
り
世
界
に

広
が
っ
て
い
る
。実
際
、こ
の
サ
リ
ュ

の
送
呈
先
は
６
３
２
件
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
時
候
の
あ
い
さ
つ
に
困

る
の
だ
。な
ぜ
な
ら
、大
阪
で
桜
が

咲
い
た
と
し
て
も
、届
く
先
も
そ

う
と
は
限
ら
な
い
か
ら
だ
。

　

実
は
昨
年
末
、サ
リ
ュ
送
付
の

あ
い
さ
つ
文
が
毎
日
新
聞
大
阪
版

の
コ
ラ
ム「
毎
日
ぽ
こ
あ
ぽ
こ
」で

話
題
と
さ
れ
た
。書
き
手
は
神
戸

学
院
大
学
の
金
益
見
さ
ん
で
、「
定

型
句
で
な
い
と
こ
ろ
」に
関
心
が
向

け
ら
れ
、「
ふ
ん
わ
り
季
節
を
実
感

で
き
る
」と
興
味
が
示
さ
れ
た
の

だ
。ち
な
み
にpoco a poco

と
は

イ
タ
リ
ア
語
で「
少
し
ず
つ
」を
意

味
す
る
。「
情
報
だ
け
な
ら
ネ
ッ
ト

で
調
べ
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
」と

前
置
き
し
、「
無
難
さ
」を
優
先
し

な
い
書
き
出
し
に
、あ
い
さ
つ
に
重

ね
る
相
手
へ
の
気
持
ち
が
見
ら
れ

る
と
評
価
を
い
た
だ
け
た
の
だ
。

　

離
れ
た
場
所
を
思
う
こ
と
の
大

切
さ
を
、フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者

リ
ュ
ッ
ク
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
が
説

い
て
い
る
。１
９
９
９
年
に
出
版
の

『distant suffering

』が
そ
れ
だ
。

情
報
社
会
に
お
い
て
は
、多
様
な

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
他

者
を
、ま
る
で
そ
こ
に
い
る
か
の
よ

う
に
自
ら
の
環
境
に
引
き
つ
け
て

周
囲
の
人
々
と
語
り
合
う
こ
と
が

大
切
だ
と
い
う
。実
は「
ま
わ
し
よ

み
・
イ
ス
ラ
ー
ム
」も
そ
の
実
践
の

一
つ
だ
。

 （
編
）
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應典院寺町倶楽部主催事業

應典院寺町倶楽部は1997年5月に発足し、非営利市民活動の基盤づくりと活性化を促し、コミュニティの健全育成を図り、創造性ゆかたな地域社会の発展に寄与することを目的に活動しています。
寺院空間を活用した文化・芸術活動のサポーターでありパートナーである方々の参加を広く呼びかけ、随時入会を受け付けています。（会費・寄付は郵便振替口座「00900-2-122125」へお願いします）

毎月第３木曜日（8月・12月・1月休会）
＜應典院研修室B＞
参加費／一般￥1,000
　　　　應典院寺町倶楽部会員・学生￥700（お茶菓子付き）

○應典院寺町倶楽部主催事業○

應典院舞台芸術祭
space×drama2015

期　間／４月24日（金） ～６月15日（月）

詩の学校
詩ってどうやって、つくるんだろう。ひとりで詩を書いている
けど、誰かに読んでもらいたい。そんなあなたのための「詩の
学校」です。

　 ５月13日（水）19：00～21：00
　 ６月17日（水）19：00～21：00
参加費／￥1,000　
会　場／研修室B
問合せ／poemschool@kanayo-net.com
※筆記用具、ノートはご持参ください。

應典院寺町倶楽部協力事業

應典院主催事業

ビヨンド・サイレンス～ポストオウムの20年を語る
第２回「宗教の社会貢献は、本物か」

５人のゲストとともに５つの論点を掲げ、ポストオウムの時
代における宗教と社会の変容を、應典院という「現場」を下
絵にして語り合います。

　 ５月27日（水）18:30～20:30
参加費／￥800
会　場／研修室Ｂ
ゲスト／稲場圭信（大阪大学人間科学研究科 准教授）　　
ホスト／白波瀬達也（関西学院大学社会学部准教授）
 秋田光彦（浄土宗大蓮寺・應典院住職）
問合せ／TEL 06-6771-7641（應典院事務局）
申込み／http://bit.ly/beyond0527

網の目が
、互いに

つながり

あって網
を作って

いるよう

に、すべ
てのもの

は、つな

がりあっ
てできて

いる。

『勝鬘経
』より

　  ５月21日(木)18:30～20:00
第140回「路上生活の経験もある若きイケメン弁護士」
話題提供者：豊川大智さん（弁護士法人 京阪藤和法律事務所 所属弁護士）
父上の事業倒産の危機を機に１４歳から様々な職に就く。学
校や家庭に反抗心を持ち路上で生活したことも。建設現場
で怪我をしたことを契機に労災問題の当事者となり、法律を
知らぬことは社会の仕組みを知らぬことと気付く。定時制高
校を卒業後半年の勉強で大学に進学しさらに大学院に進ん
で弁護士を目指す。司法試験合格までの間、六法全書を片手
に建設現場に出たことも。波乱万丈の人生を語られます。

　  ６月18日(木)18:30～20:00
第141回「こころの声に寄り添って～関西いのちの電話の活動から」
話題提供者：田尻悦子さん（社会福祉法人 関西いのちの電話事務局長）
「生きる意味がわからなくなった」「長年うつ病でつらくて死
にたい」、電話から聞こえてくる声。関西いのちの電話は
1973年の開所以降、約42年間、24時間365日、心の声を
聴き続けて来られました。今も年間3万人近い方が自ら命を
絶たれる。その命を救いたいと全国で約8000人のボラン
ティアが活動しています。「聴く」とは「寄り添う」とはどういう
ことか、いのちの電話の実践を話されます。

満月動物園 第弐拾四夜
『ツキノオト』

　 ６月19日（金）19:30
 20日（土）15:00／19:00
 21日（日）11:00／15:00
料　金／前売￥2,800　当日￥3,000　
問合せ／fmz@fmz1999.com

應典院公演情報

カメハウス 第捌回公演
『罪ツツミツツ蜜』

　 ５月１日（金）19:30
 ２日（土）14:00／19:00
 ３日（日）14:00／19:00
 ４日（月）13:00／17:00
料　金／前売￥3,300　当日￥3,500
　　　　学生￥2,000（要学生証）
問合せ／kamehouse0806@gmail.com

May
『零度の掌』

　 ６月25日（木）19:00
 26日（金）19:00
 27日（土）14:00／19:00
 28日（日）14:00／19:00
 29日（月）15:00
料　金／前売￥2,500　当日￥2,800　
　　　　中高生割引　前売・当日共￥1,500
　　　　シニア割引（65歳以上）前売・当日共￥1,500
問合せ／may-1993@abox.so-net.ne.jp

南河内万歳一座
『楽園』

　 ５月31日（日）14:00
　 ６月  １日（月）19:30

２日（火）19:30
３日（水）14:00／19:30
４日（木）14:00／19:30
５日（金）19:30
６日（土）13:00／17:00
７日（日）14:00
８日（月）14:00

料　金／前売￥3,500　当日￥4,000　
　　　　学生・シニア（65歳以上）割引　前売 ￥3,000　当日￥3,500
　　　　青春18歳差切符（年齢差18歳以上のペア割引）前売￥5,500　
　　　　当日￥6,000
問合せ／kawachi@banzai1za.jp

努力クラブ
『彼女じゃない人に起こしてもらう』

　 ５月 ７日 （木）19:30
 ８日 （金）19:30
 ９日 （土）14:00／19:00
 10日 （日）14:00／19:00
 11日 （月）14:00
料　金／前売￥2,300　当日￥2,800
　　　　学生前売￥1,800　学生当日 ￥2,300
　　　　初日割（７日公演のみ）前売￥1,800　当日￥2,300
問合せ／doryokukurabu@yahoo.co.jp

無名劇団
『無名稿 あまがさ』

　 ５月22日（金）19:00
 23日（土）13:00／19:00
 24日（日）11:00／15:00
 25日（月）14:00
料　金／前売￥2,000　当日￥2,500　
　　　　学生（要学生証）￥1,500
問合せ／mumeigekidan@kud.biglobe.ne.jp

笑の内閣
『名誉男性鈴子』

　 ５月14日（木）19:30
 15日（金）19:30
 16日（土）14:00／18:30
 17日（日）11:00／15:30
 18日（月）14:00
料　金／前売￥2,500　当日￥3,000　
　　　　京都滋賀割（京都・滋賀にお住まいの方対
　　　　象、要証明）前売￥2,000
問合せ／waraino_naikaku_u@yahoo.co.jp

がっかりアバター
『この町で、僕はバスを降りた』

　 ６月11日（木）19:30
 12日（金）15:00／19:30
 13日（土）13:00／19:00
 14日（日）13:00／19:00
 15日（月）15:00
料　金／前売￥3,000　当日￥3,500　
　　　　高校生以下（要証明）前売￥1,000　当日￥1,500
　　　　　　３人以上割￥2,500（お一人様につき／要予約）
問合せ／gakkariavater@gmail.com

６月14日（日）がっかりアバター公演（19:00
開演）終了後にクロージングトークを開催い
たします。

今年もお得な全公演共通パスを発売いたします。詳細は特設web http://2015.spacedrama.jpをご参照ください。
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　去る３月15日、本堂ホールにて應典院の共催で「現代“臨終”事情－

自分らしい在宅死を実現するために」が開催されました。仏教看護・ビ

ハーラ学会が主催する本企画は、日本的な生き方や死の迎え方を多様

な角度から見直すものでした。前半、上智大学の島薗進先生による基

調講演では、かつての日本に「いのちの循環から生まれ出て、死んでそ

こに帰っていく」という死生観があったことが指摘されました。それを

失った現代においては、「死者を尊ぶ方法を取り戻したい」という想い

が臨床宗教師養成などの背景にあるといいます。また後半は、医師の

波江野茂彦さん、看護師の慶松真弓さん、應典院の秋田光彦住職を加

えて、シンポジウム形式として対話が進みました。医療者の死生観を育

むことの重要性が確認されると同時に、仏教者と医療者がどのように

協働することができるかが、今後の課題とされました。

　2013年度より、應典院寺町倶楽部では大蓮寺と

パドマ幼稚園との連携のもと、まちとお寺と幼稚園

の新たな可能性に迫る「キッズ・ミート・アート」を

展開して参りました。こどもたちの言葉にならない

思いを、単に幼児性で括るのではなく、芸術家の

方々と共に多彩な手法で表現する企画で、城南学

園の支援も頂戴して参りました。

　この3月、2年間にわたるパドマ幼稚園の改修工事が竣工しました。現在、装いも新た

な園舎を舞台に、おとなと子どもがアートに出会う夏の事業を検討中です。劇場寺院の

経験を活かした、秋に開催予定の小学生対象の演劇ワークショップにもご期待ください。

幼稚園新園舎完成、更なる連携へ

自
分
の
世
界
を
広
げ
る
た
め
に

　

浄
土
宗
寺
院
を
拠
点
に
多
彩

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
應
典

院
寺
町
倶
楽
部
で
す
。宗
教
へ
の

「
入
信
」で
は
な
く
、開
か
れ
た
組

織
へ
の「
入
会
」に
よ
り
、い
の
ち

の
文
化
を
共
に
育
ん
で
い
き
た

い
、そ
う
願
っ
て
取
り
組
み
を
重

ね
て
き
て
い
ま
す
。１
６
１
４
年

創
建
の
應
典
院
が
１
９
９
７
年

に
再
建
さ
れ
て
間
も
な
く
20
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、應
典
院
寺

町
倶
楽
部
も
設
立
20
年
を
控
え

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。当
時

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
言
葉
も
新
し

く
、営
利
の
追
求
を
目
的
に
し
な

い「
こ
こ
ろ
ざ
し
」の
共
同
体
へ
の

支
援
を
多
方
面
か
ら
い
た
だ
い

て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、應
典
院
寺
町
倶
楽

部
で
は「
ま
わ
し
よ
み
・
イ
ス
ラ
ー

ム
」と
い
う
企
画
を
実
施
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。浄
土
真
宗

本
願
寺
派
如
来
寺
の
住
職
で
相

愛
大
学
教
授
の
釈
徹
宗
先
生
が

阪
急
曽
根
駅
近
く
に
開
か
れ
た

「
練
心
庵
」を
拠
点
と
す
る
、Ｎ
Ｐ

Ｏ「
そ
ー
ね
」と
の
協
働
の
企
画

で
す
。既
に
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と

お
り
、２
０
１
５
年
当
初
か
ら
相

次
い
で
報
道
さ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ

ム
過
激
派
に
よ
る
事
件
を
き
っ
か

け
に
構
想
が
練
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。悲
し
み
の
知
ら
せ
が

届
け
ら
れ
た
季
節
、應
典
院
で
は

折
し
も
コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、仏
教

と
当
事
者
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
で
ご
一
緒
し
て
き
た「
そ
ー
ね
」

の
方
々
と
共
に
何
か
し
よ
う
と

議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の「
ま
わ
し
よ
み
・
イ
ス
ラ
ー

ム
」は
、そ
の
名
の
と
お
り「
ま
わ

し
よ
み
新
聞
」と
い
う
手
法
を
も

と
に
、イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
理

解
を
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」は
２

０
１
２
年
度
の
コ
モ
ン
ズ
フ
ェ
ス

タ
に
て
生
ま
れ
ま
し
た
。新
聞
離

れ
が
指
摘
さ
れ
る
中
、個
人
で
は

な
く
集
団
で
読
む
こ
と
で
毎
日

届
け
ら
れ
る
媒
体
の
意
味
が
見

い
だ
さ
れ
る
だ
ろ
う
、と
狙
い
が

定
め
ら
れ
た
の
で
す
。企
画
者
の

陸
奥
賢
さ
ん
は
、そ
の
後『
ま
わ

し
よ
み
新
聞
の
す
ゝ
め
』と
題
し

た
書
籍
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
は
新
聞
を
ま
わ
し
よ
む
こ

と
に「
自
分
の
世
界
を
広
げ
る
可

能
性
」が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

無
知
の
知
へ
の
扉
を
開
く

　

そ
こ
で
２
０
１
５
年
度
の
コ
モ

ン
ズ
フ
ェ
ス
タ
ま
で
、偶
数
月
の

３
日
の
夜
、19
時
か
ら
應
典
院
の

研
修
室
Ｂ
に
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
新

聞
や
一
部
雑
誌
記
事
を
持
ち
寄

り
、イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
深
め

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。通
常「
ま
わ
し
よ
み
新

聞
」は
特
定
の
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、あ

え
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
軸
に
紙
面
や

記
事
を
見
て
み
よ
う
、と
い
う
趣

向
で
す
。ち
ょ
う
ど
蛍
光
ペ
ン
で

な
ぞ
る
よ
う
な
感
覚
で
、「
な
ぜ

そ
う
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
い
う
部

分
を
切
り
抜
き
、互
い
に
気
に

な
っ
た
点
を
語
り
合
い
、関
心
が

重
ね
ら
れ
た
記
事
に
、短
い
言
葉

を
疑
問
系
の
形
で
添
え
、ス
ク

共
に
苦
し
み
を
わ
か
ち
あ
う
場

「
ま
わ
し
よ
み
・
イ
ス
ラ
ー
ム
」

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
壁
新
聞

に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。こ
う

し
た
手
順
を
重
ね
る
こ
と
で
、

〈
わ
か
ら
な
い
〉と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
、問
い
を
掘
り
下
げ
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
６
枚
の
新
聞
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。そ
こ
に

は
、地
域
の
文
化
、時
代
の
背
景
、

信
を
も
と
に
行
動
す
る
集
団
の

属
性
な
ど
、こ
れ
ま
で
わ
か
っ
て

い
る
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
参
加
者
の
素
朴
な
問
い
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
、偶
数
月

に
は
應
典
院
に
て「
ま
わ
し
よ
み
・

イ
ス
ラ
ー
ム
」を
行
い
、問
い
を
掘

り
起
こ
す
場
を
、奇
数
月
に
は

「
そ
ー
ね
」に
て
、掘
り
起
こ
さ
れ

た
問
い
を『
イ
ス
ラ
ー
ム
概
説
』

（
黒
田
美
代
子
・
訳
、書
肆
心
水
・

刊
）に
よ
り
深
め
て
参
り
ま
す
。

違
い
を
前
提
に
他
者
を
思
う
、共

感
を
鍛
錬
す
る
場
に
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対話が生み出す知

　私が應典院に関わることになったきっかけは、
2010年におこなわれたBBA関西「20年後、あな
たはお坊さん、してますか？」と第１回お寺
MEETING「ネット世代は、寺院を変えるか。」とい
う催しである。そこで同世代の意欲的な僧侶たちの
存在を知り、刺激を受けた。私はキリスト教の社会
活動を中心に研究してきたが、應典院との出会い
を通じて仏教の動向にも興味を抱くようになった。
　当時、私は文字通り「應典院ビギナー」であった
が、秋田光彦住職からの依頼で前述の催しの評論
を『サリュ・スピリチュアル』に執筆することになっ
た。これを機に、現在まで深いご縁をいただくよう

になった。別の言い方をすれば、應典院に本格的に
「巻き込まれる」ようになったわけだ。
　常に時代の最前線を取り上げ、その社会的意義
をクリティカルに問う應典院の催しは新たな学び
の宝庫だ。また、應典院は宗教者、表現者、高感度
な市民など、多様な属性をもった人々との出会い
の場でもある。この「場所の力」を活かすべく、３月
から「ビヨンド・サイレンス：ポストオウムの20年を
語る」という連続企画を立ち上げた。
　現代宗教の旬の部分を扱うこの催しでは各回で
発題者をフィーチャーするが、力点を置いているの
は「対話」。そのため参加者も20人程度に限ってい

白波瀬達也（関西学院大学社会学部准教授）
1979年奈良県生まれ。関西学院大学社会学部卒業、同大学大学院社会学研究科博士課程後期課程
単位取得満期退学。博士（社会学）。大阪市立大学都市研究プラザGCOE特別研究員等を経て現職。
専攻は宗教社会学・福祉社会学。貧困問題や多文化共生に取り組む宗教者の活動を社会学の立場か
ら研究している。著作に『釜ヶ崎のススメ』（共編著、洛北出版、2011年）、『宗教の社会貢献を問い
直す―ホームレス支援の現場から』（単著、ナカニシヤ出版、2015年）などがある。2015年３月か
ら應典院の催し「ビヨンド・サイレンス」のホスト役を秋田光彦住職と共に担当。

る。専門家が一方的に語るのではなく、特定の話題
について参加者同士で深く語り合う。秋田住職と
私は発題者と参加者の触媒役を担いつつ議論にも
参加する。このように主客関係をできるだけフラッ
トにして「対話によって創発される知」の生成を目
指している。
　３月20日に開催した第１回では「マスメディア
における宗教報道」について語り合った。今後は
「宗教の社会貢献」「聖地巡礼」などを取り上げる予
定だ。本紙の読者が自身の専門や立場を超えて「ビ
ヨンド・サイレンス」に巻き込まれることを期待して
いる。

　

1
9
9
5
年
の
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
か
ら
20
年
と
な
る
今
年
、

應
典
院
で
は「
ビ
ヨ
ン
ド
・
サ
イ
レ

ン
ス
」な
ど
、ポ
ス
ト
オ
ウ
ム
に
お

け
る
宗
教
と
社
会
の
関
係
を
見

つ
め
直
す
場
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。宗
教
学
者
の
島
薗
進
さ
ん

に
、オ
ウ
ム
真
理
教
と
そ
の
後
の

20
年
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お

ら
れ
る
か
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
70
年
代
に
、い
わ
ゆ
る『
新
新

宗
教
』の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。そ
れ
ら
の
宗
教
は
瞑
想
や

ヨ
ガ
な
ど
、一
人
で
で
き
る
修
行

を
大
事
に
す
る
傾
向
が
あ
り
、そ

の
徹
底
し
た
形
と
し
て
オ
ウ
ム

真
理
教
が
登
場
し
た
。家
族
も
仕

事
も
捨
て
て
一
般
社
会
と
は
別
の

世
界
を
つ
く
る
、世
の
中
と
の
関

係
を
絶
っ
て
閉
じ
こ
も
る
、そ
の

根
本
に
は
、こ
の
世
で
富
を
得
て

幸
せ
に
な
る
と
い
う
成
長
志
向
へ

の
懐
疑
が
あ
り
ま
し
た
。オ
ウ
ム

の
場
合
は
極
端
に
誤
っ
た
方
向
に

向
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、伝

統
宗
教
が
本
来
持
っ
て
い
た
は
ず

の
、現
世
的
価
値
に
対
し
て
精
神

的
価
値
を
尊
ぶ
と
い
う
方
向
性

の
奪
還
を
目
指
し
た
面
が
あ
り

ま
す
。」

　

日
本
宗
教
が
大
き
く
変
動
す

る
一
方
で
、精
神
性
、ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
付
随
す
る
価
値
観
も

変
容
を
つ
づ
け
て
き
た
。「
別
の
見

方
を
し
ま
す
と
、70
年
代
以
降
は

精
神
世
界
の
時
代
で
、宗
教
は
嫌

う
け
れ
ど
も
個
人
で
精
神
性
を

追
求
す
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

『
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
』と
呼
ば
れ

ま
し
た
が
、若
者
の
希
望
と
む
す

び
つ
い
て
、社
会
全
体
を
変
え
て

い
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
的
な
思

想
を
持
っ
て
い
た
。サ
リ
ン
事
件

の
直
後
、そ
う
い
っ
た
も
の
は
ガ

ク
ン
と
力
を
失
い
ま
し
た
が
、実

は
95
年
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
江
原
啓
之
が
登

場
し
た
年
で
、霊
界
を
感
じ
る
こ

と
を
通
し
て
本
当
の
幸
せ
と
は

何
か
を
探
求
す
る
動
き
が
そ
ち

ら
に
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、

70
年
代
か
ら
の
課
題
で
す
が
、医

療
現
場
に
お
い
て
死
と
向
き
合

う
人
々
に
と
っ
て
の
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
広
く
理
解

さ
れ
て
く
る
な
ど
、若
者
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
的
希
望
か
ら
ひ
と
り
ひ

と
り
の
生
を
静
か
に
見
直
す
も
の

へ
と
、精
神
性
の
性
格
も
ま
た
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。」

　

ポ
ス
ト
オ
ウ
ム
の
こ
う
い
っ
た

流
れ
の
中
で
、伝
統
教
団
と
一
般

社
会
の
双
方
に
気
づ
き
が
あ
ら

わ
れ
た
。「
伝
統
教
団
の
内
部
で

も
、特
定
の
教
団
に
所
属
す
る
こ

と
が
宗
教
の
本
質
で
は
な
い
、と

次
第
に
理
解
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、宗
教
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人

の
中
で
生
き
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、必
ず
し
も
同
じ
儀
礼
を
し
、

同
じ
思
想
を
分
け
持
つ
と
い
う

形
で
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
、と
い
う
考
え
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。逆
に
一
般
社
会
の

側
は
、伝
統
教
団
が
持
つ
形
式
の

重
要
性
に
気
が
つ
い
て
い
き
ま
し

た
。あ
ら
ゆ
る
形
式
が
解
体
さ
れ

る
現
代
に
お
い
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題
、た
と

え
ば
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊
に
ど

う
対
処
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
。そ
う
し
た
時
に
は
じ
め
て
、

伝
統
的
な
形
式
が
存
在
す
る
こ

と
へ
の
有
り
難
さ
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
。そ
れ
ら
両
極
の
動
き
が
、

95
年
以
降
の
展
開
に
は
見
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。」

　

ご
自
身
は
、「
一
緒
に
祈
り
ま

し
ょ
う
」と
言
わ
れ
る
と
困
っ
て

し
ま
う
タ
イ
プ
だ
と
い
う
。「
私
の

よ
う
に
、特
定
の
宗
教
を
信
じ
ら

れ
な
い
、き
ち
ん
と
信
仰
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
、そ
ん
な
人
間
で

も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

た
だ
、そ
こ
に
は
形
式
が
存
在
し

な
い
が
ゆ
え
の『
弱
さ
』が
あ
る
、

と
い
う
自
覚
を
持
つ
べ
き
。そ
の

よ
う
な
弱
い
人
間
が
何
か
が
足

り
な
い
と
、宗
教
的
な
も
の
、ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
の
調
和
を

求
め
て
い
る
。そ
う
い
う
時
代
な

ん
で
す
。」

日本を代表する宗教学者は、ポストオウムの
20年をどう見るか。スピリチュアリティに
関わる人々の抱える「弱さ」とは。

島薗進さん
（上智大学神学部特任教授・グリーフケア研究所 所長）

▲「現代“臨終”事情－自分らしい在宅死を実現するために」
　（2015年３月15日＝應典院本堂ホールにて）

看
取
り
の
共
同
体
へ

協
働
の
可
能
性
を
探
る

photo

新スタッフ入職

　2015年4月より、新たなスタッフが事務局に参加

しています。富山県に生まれた小塚佳子は、福島県

の大学で教育を学び、20年以上に渡り横浜市の小

学校に勤務していました。小学校教諭時代は担任

を受け持つ他、学校図書課司書教諭として、図書室

での絵本の読み語りの活動や、和太鼓の指導等も

行っていました。発達障害の子どもを受け持つ個別

支援学級の担当をした折に、「学校」という枠組以外の可能性や活動にも関心が広がり、

コモンズフェスタ2015にインターンとして参加したことが入職の契機となりました。どう

ぞお見知りおきください。


